
 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存の枠にとらわれない“日本画・水墨画・書”  

書画芸術の新たな可能性を体感してください。 
 

政府のガイドラインに沿った新型コロナウイルス感染予防と流行拡大防止の対策を実施して開催いたします。  

 

開 催 概 要 

開 催 期 間  ： 2021 年 12 月 8 日（水）～19 日（日）※14 日（火）休館日 

時 間 ： 午前 10 時～午後 6 時 ※最終入場時間：午後 5 時 30 分 

会 場 ： 国立新美術館（1 階展示室 1C・1D）※入口は 1D 扉側のみです 

観 覧 料 ： 無料 

主 催 ： 一般社団法人 雪舟国際美術協会 

後 援 ： 

岡山県総社市・井原市／広島県三原市／山口県防府市・山口市／島根県益田市・

益田市教育委員会／中国・浙江画院／中国・中国美術学院／中国・曹州書画院／

中国・浙江省文化芸術発展有限公司／中国・寧波市藝雲堂文化交流中心 

協 力 ： 益田市雪舟顕彰会 

本件に関する 

お問い合わせ ： 

一般社団法人雪舟国際美術協会 担当：佐藤、矢野 

TEL：06-6345-9957／FAX：06-6345-9959／e-mail：admi-dept@reijinsha.com 

〒530-0001 大阪市北区梅田 1-1-3 大阪駅前第 3 ビル 28F（麗人社内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 来場者の声（過去のアンケートより） ＞ 

・書と日本画、水墨画の美しさと幅広い表現力に感動しました。 

・毎年バラエティに富んだ作品を観ることができて嬉しい。 

・個々の作家が自由に制作しているためか、鑑賞していて面白い。 

・洗練された技巧、自由な考え方が感じられる作品が多く、楽しく拝見できた。 

・さすが雪舟の名に冠した展覧会だと思いました。 

「第 28回 雪舟国際美術協会展」 
Sesshu International Art Society Exhibition 

－ 書画はもっと、自由になれる － 
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展覧会の特徴      １．多種多様な書画作品を堪能 

                   選ばれた個性ある水墨画・日本画・書などの書画作品の数々を堪能出来ま

す。また、画家や評論家などの美術関係者も多数来場し、「多種多様な作風

が見られる公募展」として、美術界でも常に話題となっています。 

日本に興味を持つ外国人も多数来場。 

 

   ２．雪舟複製作品を展示 
                  67 歳の雪舟が長い宋元画研鑽と中国･日本の山水自然への渉猟･観照を集

約した独自の画境を展開している作品である「秋冬山水図」や、全長 16m に

及ぶ長大な絵巻で，水墨に淡彩を交えて四季の山水の推移とそこに暮す

人々の姿を描いた「四季山水図（16m）」を始めとする、雪舟の複製画を数点

展示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNSによる広報   書画芸術を世界に向けて発信 
Facebookや Twitter、Instagramなど、SNSのためのツールを使って

老若男女がこの展覧会の話題を発信し、国境を越えてアートの輪を広げ、

その素晴らしさを伝えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の開催内容を告知頂ければ幸いに存じます。 

また、会期中または会期前日（展示作業中）の会場取材もお待ち申し上げております。 


